





The Process of Frustration Experience Changing to Positive Meaning 









































した後，回答に不備のない有効調査回答数 222 名（男性 89 名，女性 133 名）を分析対象と






の 4 因子 32 項目からなる。5 件法での回答を求めた。
②ソーシャルサポート尺度：福岡（1997）によって作成され 9 項目からなる。4 件法での回
答を求めた（α＝.93）。
③日本語版 - 出来事に関連した反すう尺度：Taku et al.（2015）によって翻訳され，「侵入
的反すう（α＝.93）」「意図的反すう（α＝.90）」の 2 因子 20 項目からなる。4 件法での回答
を求めた。
④ストレスに対する意味の付与尺度：宅（2005）によって作成された 3 因子 13 項目からな
る尺度を本研究では「経験の意味づけ（α＝.90）」の 1 因子に設定した。


























施した後，本研究の対象者として適切と判断した 6 名（男性 3 名，女性 3 名）を分析対象と
した。平均年齢は 20.07 歳，標準偏差は 1.26 であった。
（2）調査手続き　挫折経験後から回復に至るまでの知覚されたソーシャルサポートについて
尋ねた。
結果（研究 2）
　分析は以下の手順で実施した。①知覚されたソーシャルサポートとソーシャルサポートを
得た後の状態の発言それぞれに小見出し（オープン・コード）をつけた。②本研究ではソー
シャルサポートの種類の観点からの検証を行うために，知覚されたソーシャルサポートの種
類として片受・大貫（2014）を元に【評価的サポート】，【情報・道具的サポート】，【情緒・
所属的サポート】の 3 つを設定した。③心理学を専攻する大学院生および学部生とともに各
コードをサポートの種類，ソーシャルサポートを受けた後の状態に分類した。以下，オープ
ン・コードを《》と示す。
　まず，他者からの《助言》により《情報源の提示》や《新たな視点の提示》がされる【情
報・道具的サポート】を受けることにより，《新しい視点の獲得》や《思考の切り替え》が
起きることで《混乱の鎮静》や《楽になった》という感覚が得られることが確認された。
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　次に，《プレッシャーを与えない》関わり方や《本人に合わせる》《待つ》といった関わり
方がされる【情緒・所属的サポート】を受けることにより《負担の軽減》が行われ，《安心
感》が得られることで《自尊心が保たれる》という感覚が得られることが確認された。
考察
　研究 1 より，大学生の挫折経験が肯定的な意味づけに至るには，男性に対しては侵入的反
すうを抑制させないこと，女性に対しては問題解決行動を促すこと及び侵入的反すうを抑制
させることが示唆された。しかし，女性の問題解決行動は侵入的反すうの生起要因にもなり
得るため，扱いには留意することの必要性が窺える。男女共通として，認知的再解釈を促
し，意図的反すうを促して経験の意味づけをさせることが PTG の獲得につながることが示
唆された。意図的反すうが経験の意味づけを生成し，自己概念のポジティブな変化につなが
ることは既存の PTG モデルと同様の結果となったが，挫折経験時のコーピングが侵入的反
すうや意図的反すうに与える影響に関しては，本研究で得られた新たな知見である。
　研究 2 より，情緒・所属的サポートによって情緒的混乱のコントロールが促され，情報・
道具的サポートによって認知的再解釈が促され，侵入的反すうから意図的反すうへの転換が
生起されやすくなる可能性が示唆された。これは近藤・宮戸（2015）と同様のことが示唆さ
れる結果となった。
　これより，挫折経験をした個人に対するアプローチとして，挫折経験直後は情緒・所属的
サポート的な関わり方が，侵入的反すうが治まり始めた後は情報・道具的サポート的な関わ
り方をし，意味づけを促す関わり方が有効であることが示唆された。
　本研究ではコーピングに有意なパスが確認されたが，標準回帰係数は十分な値とは言えな
い箇所がいくつかあった。しかし，挫折経験後の過程に影響を与えるコーピングに男女差が
あることが示唆されたことから，今後はより精緻化したモデルの検討を行う必要があるだろ
う。
Figure1　男性モデル（N=89）
Figure2　女性モデル（N=133）
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